
第3種郵便物認可時事解鋭昭和49年8月1日（木）
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参
院選の
結
果
生じ
た
町
中
内
閣の
小
改
造で、
衆

院
外
務
委
員
長の
木
村
俊
夫
氏が
新しい
外
務
大
臣に

就
任
し
た。

日
民
党の
なか
で、
外ぃ父
閉
山似
を
市
肢の
レ
ベ
ル
で

間
れ
る
人
材は
そ
う
多
くは
ない
し、
木
村
氏が
佐
藤

政
織の
内
閣
官一肘
長
官、
一川
官
房
長
官、
臨
時
外
相
代

理の
時
期を
通じ
て、
外
交
問
題に
並々
な
らぬ
熱
意

を
示し、
すで
に
少
なか
らぬ
頁
献
を
な
し
て
きた
と

と
を
思え
ば、
木
村
氏の
外相
就
任は、
む
し
ろ
遅
す

ぎ
た
と
もい
え
な
くは
ない。
新
外
相に
は、
そ
れに

＠
外
交
時
評

木
村
新
外
相
，，......、

の
期
待

中
嶋
嶺
雄（東京外国路大学助教授）

加
え
て、
同
際
政
治や
同
際
闘
係
論に
つ
い
て
た
え
ず

勉
峨を
な
ら
ない
とい
う
学
先
的
な
廊
合い
が
あ
る。

そ
れ
だ
けに、
国
際
顛
境の
厳しい
現
実の
なか
で、

わ
が
凶の
外
交を
抱
うに
は、
主
さに
適
役で
あ
る
と

もい
え
よ
う。

し
か
も
木
村
氏は
今日、
縦一
派
閥
政
治
家で
あっ
て

ζ
の
点は
野
党の
社
会
党の
なか
で、
外
交
問．地を
副

読の
次－－んで
濡
れ
る
数
少
ない
地
材と
し
て
の
羽
生三

七
氏が、
や
は
り
無
派閥
政
治
家で
あ
るの
と
並ん
で

特
引い
すべ
きζ
とで
あ
る。
羽
生
氏の
代
表
質
問に
・た

い
し
て、
木
村
外
相が
答
弁に
立つ
とい
う
よ
う
な
場

面ζ
そ、
与
野
党と
もに
果て
し
・ない
衆
愚
政
治の
横

行
する
なか
で、
ス
テ
イツ
マ
ン
同士
が
問
を
論じ、

外
交を
語る
とい
う
政
治・
外
交の
正
道が
聞か
れ
る

新しい一
ペ
ー
ジ
に
な
るの
で
は
ない
か、・
と
期
待さ

れ
る
とζ
ろで
あ
る。

い
わ
ゆ
る
田
中・
大
平
外
交の
功
罪に
つ
い
て
は、

やが
て、
その
評
価が
定ま
る
時
期が
く
るで
あ
ろ
う

が、
わ
が
国の
外
交政
策
決
定
過
程を
学
問的に
研
究

する
場
合に
よ
く
問
題に
な
ると
との一
つ
は、
わ
が

同の
場
合、
外相の
ポス
ト
が
し
ば
し
ば
次
期
政
縦を

う
か
が
う
派
閥の
91
グー
に
よっ
て
担わ
れ
ると
と

で
あ
り、
ζ
の
と
と
が、
外
交とい
う
長
期的
な
凶
益

を
考
賦
し
て
な
さ
れ
るべ
き
政
務に、
さ
ま
ざ
ま
な
偏

向と
拘
束を
も
た
ら
すζ
との
もつ
意
味に
つ
い
てで

ふりヲ令。つ
ま
り、
外
交が
政
治
家に
よ
る一
種の
自己
顕示

の
対
畿に
な
りや
すく、
その
結
果、
か
けの
外
交に

は
し
りや
すい
と
との
もつ
危
険
性とい
う
問
題で
あ

ろ
う。
そ
し
て、
外
務
事
務
当
局も、
その
よ
う
な
政

治
家の
思
惑に
流さ
れや
すい
とい
う
今日の
政
治と

官
僚
機
構の
体
質の
問
題
も
あっ
て、ζ
の
点で
は、
外

務
大臣に
外
務
官
僚が
就
任
するζ
との
久
し
く
・な
く

なっ
た
最近の
わ
が
凪
外相ポス
トの
あ
り
方その
も

の
に
も
大き
な
問
題が
あっ
た
とい
え
な
くは
ない。

外
交とは
本
来、
時
流に
乗
ずると
と
な
く、
長
期の

凶
益
を
考え
て、
黙々
と
文
引をと
じ
込むと
と
に
そ

の
語源
的
な
意味が
あ
ると
と
か
らし
て
も、
一
辿の

日
中
外
交に
見られた
よ
うに、
い
わ
ば
時
流に
乗じ

て
か
けの
外
交に
徹し
た
田
中・
大
平
外
交に
は、
理
論

的に
見て、
大き
なわ
なが
潜ん
でい
たの
で
あ
る。

もっ
と
平た
くい
えば、
うま
くい
っ
てい
る
と
き

はい
い
が、
ひと
た
び
誤っ
た
ら
大
変なζ
とに
な
る

危
険といっ
て
もいい
だ
ろ
う。
ζ
の
点で
も、
臨力

の
箆
を
直接に
うかが
う
立
場に
ない
無派
閥
政
治
家

と
し
て
の
木
村
新
外相は、
ま
さに
適役で
あっ
て、

新
外相に
期
待する
とと
ろ
大な
る
もの
が
あ
る。

新
外相は
就
任
直
後、
日
米
玄
好
凶
係を
什古
川刊に
し

た
アジ
アの
安
定に
つ
い
て
語
り、
円
台
路
線の
回
復

やシ
ベ
リ
ア
開発に
凶
辿し
た
日y
関
係の
峨
化、
日

輪闘
係の
再
調
挫な
どにつ
い
て
抱
負を
述べ
た。

その
方向は、
・お
お
む
ね
妥当
な
もの
で
あ
る
だ
け

に
当
面は
大
平
外
交に
馴れ
た
外
務
当
局との
若干の

調
整が
必
要で
あっ
て
も、
七0
年
代
後半の
日
本
外

支を
日
米
関
係を
軸に、
世
界に
開か
れた
多
元
的
外

交と
し
て
展
開
する
ため
に、
ま
た
国
際
政
治・
凶
際

経
済・
悶
際
文
化とい
う
現
代
外
交の
新しい
三
稲川引

を
包括し
た
総
合
外
交と
し
て
展
開
する
ため
に、
日

本
外
交の
新た
な
位
世づ
けを
謂
笑に
進め
て
ほ
しい

もの
で
あ
る。
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( 8 ) 

木村新外相への期待　外交時評　時事解説-1974.08.01


